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地
理
的
条
件
か
ら
、
近
年
で

は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
・
世
帯
数
と
も
に
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。

〇
視
察
の
概
要

平
成

年
の
人
口
２
千

12

280

人
か
ら
令
和
７
年
の
人
口
は

３
千

人
、
実
に

年
間
で

328

26

１
千

人
増
加
し
て
い
る
。

48

行
政
面
積
は
全
国
最
小
で
、

移
住
住
民
が
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。

〇
委
員
会
所
感

奇
跡
の
村
と
呼
ば
れ
平
成

初
期
か
ら
人
口
が
倍
増
し
て

い
る
「
舟
橋
村
」
に
つ
い
て
、

人
口
増
加
へ
の
取
り
組
み
や

増
加
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
幅
広
く
ご
説
明

い
た
だ
い
た
。
成
功
の
最
大

の
要
因
は
立
地
条
件
に
あ
る
。

富
山
市
か
ら

分
程
の
場
所

15

に
位
置
し
、
村
の
行
政
面
積

も
大
き
く
な
い
た
め
、
道
路

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
投

資
も
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
の
町
づ
く
り
に
は
最
適

な
位
置
に
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
山
大
学
と
の
連

携
、
村
は
口
を
出
さ
ず
自
主

的
な
活
動
を
見
守
り
支
援
し

て
い
く
と
い
っ
た
内
容
で

あ
っ
た
。

本
視
察
の
町
づ
く
り
は
、

立
地
条
件
が
大
き
な
要
素
と

し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
町

づ
く
り
の
原
点
は
僑
人
づ
く

り
僑
で
あ
り
、
行
政
が
や
り

す
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
「
住
民
主
導
」
で
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
推
進
を
図
っ
て

い
る
こ
と
や
、「
子
育
て
フ
ァ

ー
ス
ト
」「
子
育
て
共
助
」
と

い
う
こ
と
で
地
域
全
体
と
し

て
未
来
を
担
う
子
供
達
を
育

む
取
り
組
み
は
、
当
町
と
し

て
も
そ
の
内
容
は
勿
論
の
こ

と
、
考
え
方
も
し
っ
か
り
参

考
に
す
べ
き
と
強
く
認
識
し

た
。

※
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
説
明
等
の
一
部
を
省
略
し

て
い
ま
す
。

　令和７年10月18日西議長を団長に外議員３名で、小平町を出発し、お昼過ぎには羽田空港に無事

到着しました。その後、14時半頃から町長と合流し「第21回東京おびら会」に出席させて頂き、黒

澤会長をはじめ当町出身会員の方々と故郷の思い出話しに花を咲かせ小平町の近況報告や特産品の

ＰＲをしながら、会員の皆様方と意見交換を通じ親交を深めてきたところであります。

　また、翌日の19日はあいにくの空模様ではありましたが、「第47回小平市民まつり」に町長をは

じめ西議長と共に訪問団全員で参加し、パレード行進及び特産品販売を行いながら、市民並びに関

係者と友好の絆を深めました。さらに夕刻の交流会には小平市の小林市長をはじめ野崎実行委員長

らと、今後の小平市と小平町の新たな交流についても懇談がなされ、親交を深めたところでありま

す。




